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手術時に得られた皮膚を Free hand dermatome 'c.て種々の厚さにスライスして計測すると，皮表










とするも，極端な色素量の変化を除いて，各種皮膚疾患の場である皮表から 0.3 .. O. 4 mm付近の真皮
乳頭~乳頭下層の皮膚情報を瞬時に非観血的連続的に得る手段として，組織反射スペクト jレ解析法の有
効性を示した。これらの知見は皮膚血行動態測定法として，正常皮膚の血管反応のみならず，各種皮膚
疾患における病態把握に充分臨床応用が可能であることを示唆したことで高く評価され，学位授与に値
するものと考えられる。
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